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き
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た
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凱
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目
の
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動
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１
９
７
０
年
の
「大
阪
万
博
」か
ら
５
０
年
。
２
０
２
５
年
に
「２
匹
目
の

一ゲ
電
ょ
』っ
Ｌ
奮
狙
巧
て
選
夢
鏑
調
で
２
庸
百
Ｈの
翌
蚕
阪
万
憧
”」が
開
篇
Ｔ
ｆ
私

５。
年
前
全
国
か
ら
労
働
者
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
「あ

い
り
ん
総
合
セ
ン
タ
ー
」、
歴
史
的
役
割
を
終
え
た
と
し
て
「耐
震
不

備
』を
固
実
に
開
鎖
さ
れ
解
体
さ
れ
、
４
～
５
年
先
に
現
在
地
の
南
方

に
縮
小
さ
れ
て
再
建
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
富
す
ゅ
い
る
ん

な
こ
と
ざ
劇
的
に
変
わ
っ
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掛
き
や
う
で
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